
滋
賀
・八
幡

東
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
長
浜
市
人
幡
東
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
七
年

（平
１９
）
五
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
長
浜
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本
孝
行

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
古
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

八
幡
東
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
で
、
旧

河
道
沿
い
の
微
高
地
に
立
地
す
る
。
過
去
の
調
査
で
は
、
奈
良
時
代
の
大
型
建

物
二
棟
が
検
出
さ
れ
、
土
器
の

他
、
和
同
開
弥
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
市
道
改

良
工
事
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
奈
良

ｎ

時
代
の
溝
状
遺
構

一
条
及
び
河

長

川
の
氾
濫
に
よ
る
堆
積
層
で
あ

る
。
木
簡
は
、
河
川
の
堆
積
層

長
方
形
の
底
板
の
上
に
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
い
側
板
を
あ
て
、
底
板
に
二
孔

一

対
、
側
板
に

一
孔
の
結
合
孔
を
あ
け
、
樺
紐
で
結
合
し
た
樺
皮
紐
結
合
折
敷
の

完
形
品
で
あ
る
。
底
板
内
面
の
周
縁
に
は
低
い
段
を
つ
く
ら
ず
に
、
長
辺
に
三

カ
所
、
短
辺
に
ニ
カ
所
の
計

一
〇
カ
所
に
結
合
孔
を
あ
け
、
底
板
の
一
対
の
孔

と
樺
皮
紐
で
結
合
し
て
い
る
。
側
板
の
綴
合
せ

一
カ
所
、　
一
列
内
二
段
綴
じ
で

あ
る
。
側
板
に
は
四
面
と
も
に
墨
書
な
い
し
は
墨
画
が
あ
り
、
そ
の
内

一
面
は

文
字
、
他
三
面
は
絵
で
あ
る
。
描
か
れ
て
い
る
絵
が
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
側
板
は
既
に
書
画
が
記
さ
れ
て
い
た
板
材
の
転
用
と
考
え
ら
れ
る
。
共
伴

遺
物
及
び
製
作
技
法
か
ら
、
概
ね
人
世
紀
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

資
料
の
検
討
に
あ
た
つ
て
は
、
奈
良
大
学
の
東
野
治
之
氏
、
滋
賀
県
安
土
城

考
古
博
物
館
の
大
橋
信
弥
氏

。
中
川
正
人
氏

・
濱
修
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

上
層
よ
り

一
点
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
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」

。
ズ
墨
画
）
　
　
　
　
　
」

。
ズ
墨
画
）
　
　
　
　
　
」

。
ズ
墨
画
）
　
　
　
　
　
」
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2007年 出土の木簡

９
　
関
係
文
献

長
浜
市
教
育
委
員
会

市
文
化
財
調
査
資
料
八
三
、
『入
幡
東
遺
跡
第
三
〇
次
調
査
報
告
書
』
（滋
賀
県
長
浜

二
〇
〇
七
年
）

（山
本
孝
行
）

百
年

の
理
由

近
年
韓
国
木
簡

へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。
便
乗
し
て
、　
三
百
。

韓
国
南
部
の
城
山
山
城
出
土
木
簡
は
、
六
世
紀
前
半
ま
で
遡
る
と
い
う
。

日
本
最
古
の
木
簡
は
七
世
紀
半
ば
。
韓
国
最
南
端
と
日
本
と
の
間
の
、
百

年
の
差
は
、
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

城
山
山
城
出
土
木
簡
は
荷
札
で
あ
る
。
荷
札
作
成
の
背
後
に
は
、
体
系

的
な
徴
収
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
新
羅
で
は
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム

が
構
築
さ
れ
て
い
た
事
実
を
示
す
と
い
え
よ
う
。

一
方
同
時
期
の
日
本
に
は
、
ま
だ
そ
う
し
た
支
配
体
制
が
成
立
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、
単
な
る
付
札
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、

荷
札
は
導
入
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

荷
札
が
爆
発
的
に
増
え
る
の
は
、
七
世
紀
後
半
。
や
は
り
、
百
済
滅
亡

な
ど
の
一
連
の
動
乱
で
、
日
本
に
渡
来
し
た
人
々
が
伝
え
た
統
治
技
術
と

ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
古
代
日
本
を
近
代
化
し
た
、
そ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
。
日
本
古
代
木
簡
は
百
済
木
簡
が
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
だ
か
ら
新
羅

木
簡
と
寡
囲
気
が
違
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
昌
原
か
ら
慶
州
に
向
か
う
車

内
で
、
漠
然
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

（馬
場
　
基
）
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